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実際の判決書（決定書） ウェブサイト 頁 行

 労働組合法は労組法 労働組合は労組法 1 5

 昭和二一年 昭和二元年 2 22

 おとしいれる恐れ もとしいれる恐れ 3 5

 同条にいう 何条にいう 3 7

 変りがない 変がない 3 20

 同様である 同様でめる 3 20

 （ロ）仮に本件 （ロ）に本件 4 5

 しからば しからは 4 13

 昭和二一年 昭和二元年 4 16

 思想的立場 思想立場 5 4

 しからば しからは 5 10

 主張すべき事項 主張すべ全事項 5 19

 なすべかりし筋合 なすべかうし筋合 5 24

 達成すること 達成すこと 7 4

 資本家側は屢々新憲法は 資本家側は々新憲法は 7 8

 要件を 要作を 10 8

 同年同月三〇日 同年同月三〇目 12 11

 少なくとも 少くとも 13 21

 止らず 止まらず 14 4

 しているから、 しているから 16 12

 条件としている 条件としていろ 17 7

 四〇条 四〇粂 17 13

 本件においては 本件にもいては 17 18

 認められない 認あられない 17 19

 使用者は、 使用者は 17 22

 場合において 場合にもいて 17 22

 理由として、 理由として 17 23

 場合において 場合にもいて 18 1

 かかるのであつて、 かかるのであつて 18 1

 昭和二一年 昭和二元年 18 21

 まさに新しい まきに新しい 18 21

 解雇することは、 解雇することは 19 4

 暗示している）。 暗示している。 20 18

 組合の組合員 労合の組合員 21 2

 独立した労働団体 独立しに労働団体 21 3


